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　千田保育園は、舟入高等学校の前身である広島市高等女学校（市女）の同窓生によって、

1953年９月に設立されました。

　市女の方々は、原爆により肉親や家を失った悲しみの淵から立ち上がり、被爆の傷跡が多く残

る焦土の広島の地を歩き、保育園設立のための寄付金を集められたのです。

　1967年に、社会福祉法人二葉会として認可されました。

　設立以来60有余年、熱き市女魂は、舟入高校同窓生へと受け継がれ、

「揺籃を動かす手が世界を動かす」の園是の下、子どもの持つ無限の

可能性を信じて、愛いっぱいの保育を続けています。

～千田保育園に熱いエールを～

舟入・市女同窓生のお力添えがあってこそ、
社会福祉法人 二葉会 千田保育園は永遠です。

〒730-0052 広島市中区千田町２丁目5-12 TEL(082)243-2766 FAX(082)249-7833
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　舟入高校の生徒の将来をカラフルな花で、また、これから出会うであろう様々な人々とのつながりを
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ら、楽しく描くことができました。この度は表紙原画を描かせていただき、ありがとうござい	
ました。
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舟入・市女同窓会

今年は市女創立 100 周年であり、本来であれば盛

大なお祝いの会として舟入市女同窓会総会・懇親会

を開催したいところでしたが、本年度もコロナウイル

ス感染防止の一環として中止としたことで、お祝いも、

楽しみであった恩師・旧友との再会も果たせなかった

ことは皆さま同様に残念でなりません。しかし、こう

して「あかしや」が本年も発行できることは、担当幹

事の頑張りに加え、皆さまからのご支援の賜物と感

謝し、この場を借りて御礼申し上げます。また、本

誌の中で、少しでも市女の歴史をお伝えできれば幸い

です。

市女は大正 10 年（1921年）4月広島市高等女学

校として、国泰寺に創立され、大正 15 年（1926 年）に、

現在地である舟入に移転されています。当時のこと

は、皇紀 2601年（昭和 16 年）の市女卒業アルバム

を見せて頂く機会があり、素晴らしい校舎だけでな

く広島の女性を代表する文武両道の学校であったこ

とがわかります。この市女の教職員・先輩方の礎が、

悲惨な被爆の中を復興し、更に強固たるものとなり、

今日の舟入高校に繋がっているのです。感謝しかあり

ません。100 周年おめでとうございます。そしてあり

がとうございます。

総会ともう一つの同窓会の柱である慰霊につきまし

ては、8月6日に広島市高等女学校職員生徒原爆慰

霊式典を献花会として開催させて頂きました。慰霊の

思いはしっかりと守りつつ、コロナという変化に追随

した形です。また本年より「揺籃を動かす手が世界を

動かす」を保育理念として設立された千田保育園の

運営母体である社会福祉法人二葉会との共催とさせ

て頂いております。これにより、千田保育園・市女・

舟入の三つの輪での鎮魂をより一層進めて参ります。

今年度も多くの方にご参列頂きました。厚く御礼を申

し上げます。

さて、今、社会はコンピュータの進化により、人々

の生活をあらゆる面で良い方向に変化させようという

“デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）：デジタル

による変革期 ”に突入しています。産業界でも、脱

炭素化としてＣＯ２を出さない方向に大きく舵を切っ

ている状況で、自動車業界では、電動化や自動運

転と100 年に 1度の変革期を迎えています。私は、	

舟入・市女同窓会
会長　市本　秀則

舟入・市女同窓会
会長あいさつ
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舟入・市女同窓会

そういった中で、大事なことは、先ほどの慰霊献花

会のように守っていくことと変化に追随していくことを

きっちりと分けて考えていくことだと思います。今年

のアカシヤのテーマは “有り難い”ですが、この感謝

の思いは守っていきたいことの一つです。私自身、現

在に至るまで先生方や諸先輩方から教わってきた「主

体的で何事にもこだわりを持って取り組む姿勢」や舟

入高校の校訓である「おのれに徹して人のために生き

よう」という生き方は、感謝を持って、これからもしっ

かりと守っていきたいと考えています。

教育の現場においても、変革の時を迎えています。

それは、「社会に開かれた教育課程」の実現に取り

組みつつあることです。“より良い学校教育を通じて

より良い社会を創る”という目標を学校と社会が共有

し、連携・協働しながら、新しい時代に求められて

いる資質・能力を子供たちに育むため、地域と学校

の連携・協働の推進が重要になっています。そのた

めには、できれば高校在学中に、高い志を抱き、そ

れに向けたロードマップが描けるよう、社会に向けて

視野を広げていくことが大事と考えます。同窓会とし

ても、これまで、年に一度、社会で活躍される同窓

生の皆さまに、講演会という形で、志や取組みを紹

介して頂きましたが、コロナで開催が困難となってい

ました。今後は、今まで以上に同窓会の皆さまに、

こういった、社会とのかかわりを在校生に紹介する活

動へも積極的にご支援頂くことになろうかと存じます。

どうかよろしくお願い申し上げます。

最後に、諸先輩方のこれまでの舟入市女同窓会へ

のご尽力に感謝すると共に、今後、母校と共に益々

発展していくよう努力していくことを誓いご挨拶とさ

せて頂きます。
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校長ごあいさつ

　記念すべき市女の創立100周年にあたり、心よりお

祝いを申し上げます。また、会報「あかしや」第51号の

発刊おめでとうございます。同窓会の皆様には平素

より多大なるご支援ご協力を賜りありがとうございま

す。

　新型コロナウイルスの流行は未だ衰えを見せず、広

島市では昨年度来２度の緊急事態宣言が発令され、

本校においても時差登校や部活動の制限、行事の延

期等を余儀なくされました。今回の「あかしや」のテー

マのとおり、これまで「当たり前」であったことの「有

り難さ」に気付かされる日々が続いていますが、今年

度は安心・安全を確保しつつ、縮小した形であっても

できるだけ多くの行事を実施し、これまで同窓生の皆

様が築いてこられた伝統を何とか途絶えさせないよ

う、生徒も教職員も工夫を重ねています。

　一方、令和４年度の新学習指導要領の実施、令和

５年度からの新高校入試制度のスタートに向けて、学

校は一つの転換期を迎えてもいます。現在のコロナ禍

を始めとする予測できない社会の変化に翻弄されない

「芯」を持つ大人に育てるためには、「効率の良さ」や

「目先の有益性」のみを重視する視点から物事を眺

めることから離れ、様 な々ことに興味を持って丁寧に

取り組む力を育成することにより、幅広い教養と豊か

な人間性を身に付けることが大切であると考え、昨年

度に引き続き総合的な探究の時間を中心とした授業

改善に取り組んでいます。

　舟入高校を巣立って10年後20年後に、現在の同窓

生の皆様の仲間として各所で活躍できるための基礎

をしっかりと養えるよう努めてまいります。

　末筆となりましたが、同窓会の皆様の今後一層の

ご健勝とご活躍、そして同窓会の益々のご発展をお祈

り申し上げ、ご挨拶に代えさせていただきます。

広島市立舟入高等学校
校長　柳　　智子

ごあいさつ
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現役生の活躍

◆体育系
陸上部
第74回広島県高等学校総合体育大会
　男子110ｍＨ　　　6位　小柳　翔太郎
　女子トラック総合　7位
　女子800ｍ　　　  2位　藤田　一花　6位　品川　風花
　女子400ｍ　　　  7位　青山　里穂　
　女子3000ｍ　　   7位　岩本　風音
　女子4×400mR　  5位

第74回中国高校陸上競技選手権大会
　女子800ｍ　　　  3位　藤田　一花

令和3年度　全国高等学校総合体育大会
　女子800ｍ出場　　　　 藤田　一花　予選5組4位（2:13.48）

第75回中国五県陸上競技対抗選手権大会
　女子800m　　　  3位　藤田　一花
　女子1500ｍ　　　 5位　岩本　風音
　女子4×400ｍＲ　 8位

第71回広島県高等学校対抗陸上競技選手権大会
　女子400ｍ　　　  2位　青山　里穂
　1500ｍ　　　　　 4位　藤田　貫佑
　女子2000ｍ　　　 8位　小林　祐紀乃

水泳部（水球）
第74回広島県高等学校総合体育大会　4位

野球部
第93回選抜高校野球大会の21世紀候補枠に推薦される

◆文化系
筝曲部
第45回全国高等学校総合文化祭（紀の国わかやま総文2021）日本音楽部門（和歌山市民会館）出場
　曲名　春の詩集

軽音学部
　第１回広島県高等学校軽音楽コンテスト
　　最優秀学校賞
　　第１位　Flyday’s Evening
　　（中瀬古　匠、今田　晴基、平野　凌聖、面田　拓海、本村　優弥）
　　第２位　fantasia
　　（土岡　ゆらら、谷口　寛実、福垣内　亜美、岸野　萌栞、山本　真梨子）
　第８回全国高等学校軽音楽コンテスト（さいたま市民会館おおみや）出場
　　Flyday’s Evening
　　（中瀬古　匠、今田　晴基、平野　凌聖、面田　拓海、本村　優弥）
　　　楽曲名　That’s How the Lespaul Strums

　今年もコロナ禍の中、限られた時間を効果的に活用して、現役生たちは勉強に、部活動に、励んでいます。	
これからも現役生の活躍を応援しましょう！
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同期だより

　人生には3つの真実がある。「人は必ず死ぬ」「人生

は1回しかない」「人はいつ死ぬかわからない」。技術

者であり経営学者である田坂広志師の言葉である。

この言葉を聴いたのは10年ほど前。改めて生の尊さ

を感じた瞬間である。人間である限り避けて通れない

「死」。「死」に向き合った時に、初めて生への感謝

が生まれ、誰もがかけがいのない人生を生きているこ

とに気づく。

　「死」を認識したのは小学校4年生の時。人間には

死があり、大切な家族である両親や祖母も、この自分

もいずれこの世から存在しなくなる。その真実は恐ろ

しく、悲しく、涙が溢れて止まらない。「じゅんじ、何

で泣いとるん？」と母。「仲のよかった〇〇ちゃんが転

校したんが悲しくて・・・」咄嗟に思いつきを答えた。

　本当のことを告げたのは2年後の12歳の時。「人間

には死があるからこそ、この世に生を受けたことに感

謝し、1日1日を生き切ることが大切なんよ」。母の答え

に妙に納得した。自分は、数百億分の1の確率でこの

世に生まれた。生を受けたこと自体がありがたいと。

　社会人になり、若い時の苦労は買ってでもせよ！父

の言葉を胸に仕事に取り組む。29歳の時に父が病に

倒れ、30歳で家業の酒屋に戻った。3つの小さな夢を

持ち、46歳で夢を叶え、その後も新たな目標を掲げ挑

戦してきた。還暦を過ぎても、今なお新たなビジョン

に向かって挑んでいる。振返ればその都度、精一杯

生きてきた自分があり、現在もそうである。天は乗り

越えれない試練は与えないという。今の自分がある

のは、天から沢山の試練を与えていただいたからであ

り、多くの方 と々巡り合えたから。振り返れば、１つ１

つの小さなコトの積み重ねであり、お一人お一人との

ご縁のお蔭である。

　誰もが未熟な人間から、1回限りの人生を精一杯生

きることにより、日々成長させていただいている。人生

の真実を知ったとき、他者への真の共感が生まれる。

　人生の全てが、ありがたい。

舟入28期　山田　淳仁
（酒商山田 代表取締役社長）

ありが たい
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同期だより

　最近、周囲の人の笑顔を見たのはいつだったでしょ

うか。今では当たり前になったマスク生活では、マスク

の向こうの笑顔を想像する…そんな日々が続いていま

す。その分、“目は口ほどに物を言う”とはよく言ったも

ので、瞳から、ますます多彩な表情を感じられるよう

にもなった気がします。

　笑顔でいられること。そのありふれた幸せなひと

時を、さまざまな方と分ちあえる場所を創りたくて、昨

夏、こども食堂「このまち思い	えがお食堂」をオープ

ンしました。心のこもった「食」を通じて、未来を担う

子どもたちの健やかな心身を育てる、あたたかい「居

場所」。子どもたちだけでなく、ここに集う大人も一

緒になって互いに心を通わせ笑顔になれる地域のコ

ミュニティになるように、との熱い想いを食堂名に込

めています。コロナ禍でなかなか本来の形での展開が

ままならない現状ですが、一日も早くこども食堂に賑

やかさが戻り、安心して満面の笑顔を交わし合い、共

に食事を楽しみながら、人の縁がさらに繋がっていく

ことを願っています。

　舟入の学び舎で出会った友との縁も、またかけが

えのない縁です。一緒に青春を謳歌したかつてのやん

ちゃ高校生も、今や立派な	“アラ還”となりましたが、

楽しい時も困った時も、折に触れて思いを分かち合

い、今でも支え合えていることがとても頼もしく、有り

難い存在となっています。

　過去から今そして未来へと、人が繋がり、心が繋が

る。改めてそんな繋がりを意識する今日この頃、持続

可能な社会を実現するために、未来の誰かの笑顔に

も繋がるエシカルな暮らしにも心掛けていきたいもの

です。

舟入29期　松藤　研介
（広島ガス　社長）

「“えがお ”が 繋 がる居 場 所」

【概　要】	季節の食材を使ったおいしい料理と、みんなの「えがお」が集うこども食堂。	 	 	 	
日時　毎月	第1又は2土曜	11：30～13：00	/14：00	 	 	 	 	 	 	 	
会場　広島ガス	ガストピアセンター　参加費要・事前予約要

【連絡先】	このまち思いえがお食堂実行委員会事務局　広島ガス株式会社環境・社会貢献部内	 	
TEL　082-252-3154　　　MAIL　action@hiroshima-gas.co.jp	
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同期だより

　国際コミュニケーションコースを卒業したのに、英

語にさほど縁のない助産師として働いており、中学英

語も怪しい今日この頃（先生方スミマセン）。総合病

院に就職し、大学教員に転職し、このままバリキャリ

（笑）を目指すつもりでいたのですが、人生何がある

か分かりません。3人目の妊娠をきっかけに、フルタイ

ム勤務はギブアップ。子育てを軸にしながら、今でき

ることを模索し、2020年2月22日に「あさ助産院」を開

業しました。

　3人目の出産直後にコロナ禍に入りました。現在6

歳・3歳・1歳の我が子。感染への不安もありますが、

「6歳までに脳の9割が作られる」貴重な時期に、入っ

てくる刺激が制限されることが、子どもたちの将来に

どんな影響を及ぼすのだろう、ということも日々考えな

がら暮らしています。

　今、私にできることは何だろうと考え、子育てイベン

トを企画しました。人と比べない、自分の子育ての軸

をもつためのヒントになるお話会や、子どもたちが自

分の夢に挑戦する場など、やりたいことを詰め込んだ

ら、想定より規模が大きくなってしまいました（とはい

え、一般的にみたら小規模ですが）。チラシ作りから

SNSでの宣伝まで手探りで、イベント主催が初めての

私にとっては大変な作業の連続です。さらに、直前に

「まん防」が出たり、豪雨に見舞われたり、中止も頭を

よぎりましたが、悩みながらもできることをやりたいと

いう軸をもって進めてきたので、規模を縮小して何と

か開催することに決めました。

　当日はてんやわんやの私でしたが、出店メンバー

や、夫もサポートしてくれて、たくさんの親子の笑顔に

出会うことができました。同じ志をもって前向きに関

わってくれたメンバーや、場所を提供してくださった

方、そして家族には、本当に「有難い」気持ちでいっぱ

いです。まるで、覚悟を決めて向き合い、家族と周囲に

支えられてやり遂げた、1人目の出産のようでした。

舟入55期　伊藤（北谷）　真美

「親 子 のための助産 院 の活 動
　 ～ 今、私にできること～」

広島市佐伯区の出張専門助産所
「あさ助産院」
Instagram：asajosanin222
(ホームページ準備中）

妊娠中・産後の身体づくりサポート、母乳育児支
援、骨盤ケア、育児相談等
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同期だより

　２０１８年7月6日の豪雨で発生した西日本豪雨災害

の復旧ボランティアとして似島の復旧活動に参加しま

した。

　土日をはさんだ月曜から、似島の現場で障害物の

移動や泥土の除去作業を手伝いましたが、炎天下で

の作業となり長時間の作業は無理な状態でした。

　被災した翌週が三連休で、人的災害が発生した

他の地域でのボランティア受入ができない状況下で

あったことから、大人数のボランティアが似島に来島

し活動に入ることが想定されました。

　この為、社会福祉協議会、地域おこし協力隊、似

島町内会連合会、似島公民館、小生の大学院の研究

テーマで知り合った似島の仲間を中心に災害ボラン

ティアセンターを立ち上げ、ボランティア保険の加入手

続き、各被災地区へのボランティアの派遣・誘導、飲

料水・スコップ・一輪車他の作業に必要な物品の手配

をおこなうことになりました。

　行政・町内会の調整は連合会会長の堀口	照幸さん

（舟入18期）が当たられ、現場作業および他のボラン

ティアへの作業指導等を志水	一則さん（舟入41期）・

東	聡海さん（舟入65期）、飲料水用の保冷車の無料

の貸し出しを中村	正則さん（舟入39期）、現場作業

および被害申請相談対応を一久保	直也さん（舟入	

54期）、小生はボランティアへの飲料水の提供等の	

支援や毎日の終礼での現場進捗の確認と翌日の活動

予定の打合せをおこなっていました。

　災害ボランティア活動というと若者でないと無理と

いう思い込みがありましたが、大規模災害となると体

力がなくても対応できる仕事はたくさんあるというこ

とに気付かされました。最後には飲料水の運搬作業

でギックリ腰になり、かかった鍼灸整骨院の鍼灸師が

舟入OBだったというオチがつきました。

舟入第26期　矢村　弘道

２０１８年西日本 豪 雨災害ボランティア活 動 体 験
～ 似 島で の 舟入O Bとの 結 びつき～
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同期だより

　戦後第一次ベビーブーム時期に生まれた当時の私

達は、団塊の世代ともいわれ、七割近くの人が高校に

進学できるようになり、高度経済成長期と共に大学受

験も就職試験も常に激しい競争率の高い時代を共に

頑張って成長してきたように思います。

　一学年18クラス、一クラス55名のマンモス中学校か

ら総合選抜入試により、第一希望が叶って、舟入高校

に入学できた。第四、五志望で仕方なく舟入にきたと

いう友もいたけれど、私はのんきな性格を自覚してい

たので学業に関して厳しく追い込まれる方が頑張れ

ると期待を含らませていた。

　「広大合格者数をひとりでも多く」と定期試験の成

績は毎回はり出され、クラスも成績順に組まれ、私に

とっては大変な環境でした。そんな中でも、成績を気

にせず書道を選択し中学に引き続き、美術クラブで穏

やかに文化活動を楽しんだ。

　幼少期から絵画、書、茶、琴、ピアノ等、習いたい事

を習わせてくれた両親にも感謝しつつ、現在迄も書や

刻字の創作と指導に携わっているのは、高校迄のふ

んだんな趣味活動が礎になっていると思う。12才から

書を習いはじめ、39才でプロとして初めての個展をす

すめられ迷っていた頃「やってみたら」と背中を押して

くれたのは舟入高校の同級生たち。展覧会の度にか

けつけてくれるのも同窓生達。

舟入18期　安達　春汀（正枝）

宝の友
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同期だより

　共学でこそ育まれた心置きない男女の友情も素敵

なかたちと思います。高一で父を亡くし、悲しいときに

先生や友達に励ましてもらった。舟入高校時代の友

が特別なのもそんな思いがあったからなのだと思う。

「一文字違う方を存じています」「それは僕のおやじ

です」と一枚の名刺交換から始まったベルリン在住の

外林校長のご子息との出会い。（京大卒業後、永年核

の研究をされていた工学博士）

　千田保育園々是の刻字製作を依頼されたのをはじ

めとし、たくさんの御縁を頂きました事を心より感謝し

ています。自然に繋がる市女、舟入高校の同窓生及び

先生方は私の一生の宝です。
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同期だより

　7月1日（木）の早朝、我が家に届いた中国新聞の	

朝刊を見て、正直驚きました。我が舟入高校サッカー

部OB会	堀口照幸名誉会長（舟入18期）が広島市	

中区の中央公園でのサッカースタジアム建設に寄付さ

れたことで、広島市から感謝状を贈られたとの記事で

した。その額、なんと100万円‼、「サッカーに恩返し

したかった」との言葉にも胸が熱くなりました。

　その報に、OB会仲間たちも素早く、「立派です！	

有難いです！しっかり、舟入高校サッカー部OB会名

誉会長とあり、同会員として嬉しくも、誇らしくもあり

ます！広島でサッカーに関わる人達の長―い夢と希

望が、どんな人でも楽しめる、全国否世界に誇れるス

タジアムとして完成するのが楽しみです。」「本当に素

晴らしいことですね。完成が待ち遠しいですね。」と	

応えている。

　堀口照幸舟入高校サッカー部OB会名誉会長は、

1948（昭和23）年広島市南区似島町で誕生、似島中

学校からサッカーを始められました。中学校卒業後

は、舟入高校に入学、本校サッカー部でFWとして活

躍、3年時には主将を務め、総体予選では決勝で国泰

寺高校に敗れ、惜しくも全国大会出場はなりませんで

した。高校卒業後は立教大学に進学、関東大学リー

グで中心選手として活躍、チームの天皇杯決勝（昭和

45年元旦）進出に貢献され、1得点を挙げるも当時の

強豪東洋工業に1対4で敗戦。大学卒業後は1971（昭

和４6）年東洋工業（現在のサンフェレッチェ広島）に

舟入27期　住田　恒三

我 々の自慢の 先 輩 だ！
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同期だより

2021年7月1日　中国新聞

入団し4年間現役でプレー、1975（昭和50）年に引

退されました。引退後は、1978年に堀口海産（広島

かきの養殖・販売）を創業、「堀口のかき」は2008年	

に広島市「ザ・広島ブランド味わいの1品」に認定され

ています。2018年に代表取締役会長に就任、現在に

至っています。

　舟入高校サッカー部OB会の初代会長を長く務めら

れ、現在は名誉会長のポジションに就かれておられま

す。舟入高校と舟入高校サッカー部とサッカーに対す

る情熱と愛情の強さには並ぶ者なし、の我々の自慢

の先輩です。自らも車椅子生活を送っておられる堀

口名誉会長は、「障がい者が安心して、気楽に行ける	

スタジアムを」とも願っておられます。
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同期だより

2021年8月2日　中国新聞朝刊
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特集 市女100周年

　舟入高校の前身である”市女“は大正10年に女学校
として設立されました。初代校長である今堀友市先生
は、その頃の女学校教育が「良妻賢母」を育てるとい
う美名のもとに、内容が乏しい教育から、真の人間教
育を目指した教育へと再構築されたのです。教育方針
は自由の教育観によっての人間教育、音楽を通じての
情操教育、健康管理と体力作りの各スポーツ推進でし
た。正式名称は広島高等女学校で、昭和17年4月には
広島市立高等女学校へ、また昭和18年11月には広島
市立第一高等女学校に名称は変わりました。昭和12
年から市女最後の年まで、2代目校長として就任され
た宮川造六先生は、戦争に翻弄された大変な学校経
営を強いられました。昭和13年にはヘレン・ケラー女
史が３か月半に上る初めての日本訪問の際に来校さ
れたと記されており、又その年にはバレー部の全国選
手権優勝という記録も残っています。終戦後昭和23
年には学制改革により広島市二葉高等学校となり、市
女としての28年間の幕を閉じました。昭和24年には学
校再編により広島県広島舟入高等学校に改められ、
後に広島市立となりました。戦争による原爆投下によ
り、職員生徒676名の尊い命が失われ、悲惨で悲しい
歴史を持った学校でもあります。
　ようやく占領下の軍政から解放されて日本も新生し
存続するという感をもった昭和26年ごろから、同窓会
会員たちの間で、自分たちが出来る何らかの事業を
やりたいという話が出て来るようになりました。今堀

元校長に相談された際、明治以来の教育の発展の中
で乳幼児教育だけが取り残されてきたという持論の
持ち主であった元校長の後押しもあり一気に保育園
建設へと突き進んでいったのです。乳幼児を預かり、
女性達の社会進出を側面からお手伝いするという社
会貢献が出来ることも女性たちを後押ししました。敗
戦による社会の混乱の中で資金、設立場所、優秀な
園長と保母の確保、設立認可の申請など困難な課題
は山積みでしたが、一口二百円二口以上という募金
によって五十万円の目標を立て資金調達が始まった
のでした。母校が無くなったという、持って行きようの
ない想いを、逆に“市女魂”の強大なエネルギーに変え
て保育園設立へ奔走されました。こうして昭和28年9
月千田保育園は開園し、昭和31年には財団法人を昭
和42年4月に社会福祉法人の認可を受けています。社
会福祉法人二葉会千田保育園は全国的にも例がない
女学校の同窓生達が経営、運営する保育園となった	
のです。
　千田保育園には市女の校章がそのまま園章とし
て引き継がれ、正面玄関前の建物中央から園児を見
守っています。又「揺籃を動かす手が世界を動かす」
という市女の校訓はそのまま保育園の”園是“として使
われています。舟入高校同窓生の我々は、市女同窓生
の想いを引き継ぎ、１期から市女最後の28期までの
方々の足跡とその想いを忘れることなく、設立の意思
を引き継いで未来に繋げていく覚悟です。

社会福祉法人二葉会　千田保育園

理事長　河野　保雄

“市 女” 創 立 10 0 周年
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特集 市女100周年

市女と舟入の歴史と同窓会

1921年　大正10年　2月1日　　　  広島市市議会　本校設置の議を可決
　　　　　　　　　3月29日　　　 入学試験を実施　224名（第一学年108名　第二学年58名　第三学年58名）に入学許可・4学級

に編成
　　　　　　　　  4月1日　　　  広島市国泰寺町39番地　広島市女子高等小学校校舎敷地に広島市高等女学校創立
　　　　　　　　  4月17日　　　 授業開始
　　　　　　　　  5月5日　　　  今堀友市初代校長　就任
1923年　大正12年　3月27日　　　 第1回卒業式（卒業生54名）
　　　　　　　　  8月　　　　　第1回同窓会総会開催
1926年　大正15年　3月17日　　　 本校舎落成（広島市船入町沖）移転
　　　　　　　　  10月27日　　  本校舎新築落成式
1931年　昭和6年　 9月16日　　　 生活実習寮完成
1937年　昭和12年　7月20日　　　 今堀友市校長　退任
　　　　　　　　  9月11日　　　 宮川造六第二代校長就任
1940年　昭和15年　12月2日　　　 本校創立20周年記念展覧会開催（紀元2600年）　
1941年　昭和16年　3月20日　　　 広島市高等女学校職員生徒　勤労奉隊編成
　　　　　　　　  8月21日　　　 本校防空壕構築完了
　　　　　　　　  12月8日　　　 太平洋戦争勃発
1942年　昭和17年　5月28日　　　 広島市高等女学校を広島市立高等女学校と校名改正
1943年　昭和18年　11月1日　　　 広島市立第一高等女学校に校名改正
1944年　昭和19年　4月27日　　　 学徒勤労動員実施要領が発せられる
　　　　　　　　  6月10日　　　 第4学年勤労動員壮行式
　　　　　　　　  8月1日　　　  第3学年通年動員入所式
　　　　　　　　  8月22日　　　 学徒勤労令発布
1945年　昭和20年　5月21日　　　 戦時教育令施行
　　　　　　　　  8月6日　　　  広島に原子爆弾投下　生徒666名教職員10名計676名死亡
　　　　　　　　  8月14日　　　 日本政府　ポツダム宣言受諾　　本校にて慰霊の読経　分骨式
　　　　　　　　  8月15日　　　 第二次世界大戦　終戦の日
　　　　　　　　  9月19日　　　 遺品を整理し、門脇に記念柱建立
　　　　　　　　  10月30日　　  授業再開（生徒162名登校）
1946年　昭和21年　4月15日　　　 始業式
　　　　　　　　  8月6日　　　  材木町にて追悼式開催　木碑建立
　　　　　　　　  11月3日　　　 日本国憲法公布
1947年　昭和22年　4月　　　　　 新制中学校（義務制）発足　旧制中学校募集停止（新二年生は市女最後の生徒）
　　　　　　　　　　　　　　　   新制高等学校発足　市女（広島市立第一高等女学校）は広島市二葉高等学校となる
　　　　　　　　     　　　　　　白梅高等学校（第二市女の後進）を吸収
1948年　昭和23年　8月6日　　　   慰霊碑（占領下平和塔　設計：彫刻家河内山賢祐氏　制作：石工三好裕之氏）元市女校庭に

建立
1949年　昭和24年　3月15日　　　 卒業式　二葉高校第一回卒業生　94名
　　　　　　　　　　　　　　　  広島市立第一高等女学校卒業生　29名
　　　　　　　　　　　  　　　　二葉高校併設中学卒業生　327名
　　　　　　　　　　　  　　　　広島市立第二高等女学校卒業生　13名
　　　　　　　　  4月　　　　　新制高校再編成（総合制、共学制、学区制）　　
　　　　　　　　  5月1日　　　  広島県広島舟入高等学校発足
1950年　昭和25年　8月6日　　　  木碑供養塔を持明院（木挽町）に移設
1951年　昭和26年　8月6日　　　  市女原爆追悼碑を、遺族会が持明院境内（木挽町）に建立
1953年　昭和28年　1月1日　　　  校訓「おのれに徹して人のために生きよう」制定
　　　　昭和28年　9月22日　　　千田保育園開設
1957年　昭和32年　6月20日　　　慰霊碑を現在地（平和大橋西詰）に移設　
　　　　　　　　　8月6日　　　  追悼誌「流燈」初版発行
1967年　昭和42年　　　　　　　  持明院の木挽町から戸坂町への移転に伴い、市女原爆追悼碑が移設
1977年　昭和52年　2月1日　　　  追悼誌「流燈」続編発行
　　　　　　　　　8月21日　　　広島舟入・広島市女合同同窓会総会が開催され、舟入・市女同窓会となる
1978年　昭和53年　8月13日　　　第一回舟入・市女同窓会総会開催
1980年　昭和55年　4月　　　　　広島市が政令指定都市になったことに伴い、広島市立舟入高等学校に改称
1981年　昭和56年　8月6日　　　  舟入・市女同窓会主催で、初めての慰霊式典
1987年　昭和62年　8月6日　　　  追悼誌「流燈」第三編発行
1994年　平成6年　 8月1日　　　  追悼誌「流燈」初版再発行
1998年　平成10年　4月1日　　　  舟入高校新校舎完成
2005年　平成17年　8月6日　　　  被爆60周年慰霊式典　被爆60周年慰霊の記「証」初版発行
2009年　平成21年　5月9日　　　  広島市高等女学校原爆慰霊碑旧銘板　母校設置
2013年　平成25年　　　　　　　  慰霊碑周辺のバリアフリー工事完了
2015年　平成27年　8月6日　　　  被爆70周年慰霊の記「証」発行
2020年　令和2年　　　　　　　　市女創立100周年
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舟入・市女同窓会　副会長　舟入35期　永田　信治

広島市立 第一高 等女 学 校 職 員生 徒
原 爆 死没 者 慰 霊  献 花 会

　あの日から76年目の夏を迎えました。東京では延期

されたTOKYO2020五輪が盛り上がりを見せていま

す。昨年はじまったコロナ禍は収束するどころか変異

したデルタ株の感染が拡大していることもあり、参列

者の健康を考え今年の慰霊式典も昨年と同様「献花

会」形式で行いました。

　最高気温が36度にも達する厳しい日差しの中です

が、ご遺族、市女同窓生、舟入高校同窓生、教職員関

係者ら250名の方が献花されました。嬉しかったこと

は、舟入高校生徒が多く訪れてくれたことです。写真

部は部員それぞれのカメラで記録し訪れた高校生に

取材をしていました。昨年にはなかった光景であり、

学校での声掛けや平和教育の賜物だと思います。

　慰霊は被爆直後は学校で行い、その後遺族会、市

女同窓会、昭和56年からは舟入・市女同窓会の主催で

行ってきましたが、今年から舟入・市女同窓会と社会

福祉法人二葉会の共催となりました。二葉会とは、戦

後の学制改革により母校を失った広島市第一高等女

学校（市女）卒業生たちが、生きがいと心のふるさと

として創立した千田保育園の運営を行っている法人で

す。卒業生の高齢化が進み活動が難しくなった市女

同窓会の流れを継ぐ団体と言えます。現在の理事の

多くを舟入同窓生が務めています。



　さて、ご覧になった方も多いでしょうが、7月19日の

中国新聞の特集「ヒロシマの空白　被爆76年」で、

「市女の悲劇招いた軌跡　舟入高大量の学徒動員

記録」として掲載されたこともあり、記者3名が取材し

ていました。

　慰霊祭の当番は35期でしたが、来年担当の36期、

再来年の37期も手伝いや見学に来てくれて運営を引

き継ぐ気持ちと体制は整っているように思います。

　私達35期は昨年と今年の２年間を担当させても

らったわけですが、たまたまコロナ禍と重なりこれま

でのような盛大な慰霊式典はできませんでしたが、そ

れ故にこの行事の大切な目的	慰霊と継承を考えるよ

い機会となりました。来年はどのような慰霊の形にな

るかわかりませんが、この２年間が異例だった、となる

ことを願っています。
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　大正10年（1921年）創立した。広島市高等女学校

は、今年100年になりました。戦争と平和を日々の生活

で過した者も少なくなりました。昨年より世界中にコ

ロナウイルスの感染により経済的にも生活にも影響が

大きく平素は何もなく一日を過していた日が不自由を

して初めて有難い事を感じています。平穏な大正時代

から、昭和に入り戦時下には、食糧も不足。学校生活

にも影響して昭和19年には学徒勤労働員令により、

三年生以上は授業は停止され軍需工場へ動員となり

ました。学校に残っていた、一年生・二年生は、陸上

部が活躍していた運動場を耕し畑に作物を作ってい

たそうです。８月６日現在の平和公園の場所で道路拡

張のため建物疎開の作業中被曝により541名犠牲とな

りました。先生10名三年生以上125名、在学中生徒合

計666名若い命が一瞬に散華しました。現在平和大

橋西詰の慰霊碑で毎年舟入卒の同窓会の方々で慰霊

式典が運営され、式典前日には舟入高校の生徒さん

の清掃、当日は吹奏楽部により演奏、折鶴の献納、学

校の平和教育に感謝しています。戦後学制改革により

卒業生のない同窓会として、總会は開催されていまし

たが、心の拠り所と社会に貢献出来る事業にと昭和

28年に千田保育園を創立、現在も園児達の元気な声

が園内に響いています。長い間待ち望んだ舟入同窓会

と昭和52年、舟入６期の執行部の方と同窓生皆様の

御理解で、同窓会の合併が決議され、舟入・市女合同

同窓会懇親会が催されました。両校の校歌の演奏に

涙した日を思い出します。若く優秀な同窓生に温く迎

えられ無上の喜びです。現在千田保育園も舟入卒の

理事長様の運営で引継で頂いております。

　私達学年は、全員揃っての卒業式はなく、修学旅

行、卒業アルバムの無い学年ですが仲好く交流をして

います。コロナに負けないで生徒さんもがんばって下

さい夜から朝は来ます。

市女23期　加藤　八千代

感 謝「有り難い」
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市女25期　稲生　小菊

同窓会 合 併に想う

　私は昭和18年（1943）広島市高等女学校に入学、

通学は戦時下で医師の証明のある学生のみ電車バス

が許されました。その他は徒歩通学、私は段原から舟

入まで地区毎に集合、上級生の引率、二列縦隊で片

道50分徒歩。2年生の1学期迄、授業は英語、敵国音

楽廃止。

　7月から学徒動令により日本製鋼所蟹屋分工場で4

交替（朝勤、昼勤、夜勤、暁勤）機関砲の弾丸作りを

しました。この時２級上級生の加藤八千代さんが下

級生の面倒を見て下さり、夜勤、暁勤の睡眠時に市女

の楽しい学生生活、地御前海岸で1週間の水泳教室、

夏期休日林間保健のため大野町のチチヤスで1週間

保養、秋の運動会、呉海軍軍隊の演奏など話してもら

い羨ましく、勉強したくてもすることは出来ず淋しい思

いをしました。

　昭和20年８月終戦。昭和21年６・３・３の制度改正

により昭和22年４月より新制中学校が義務制度とな

りました。市女は４年制度が５年制度となり、新制高

等学校発足、広島市二葉高等学校となりました。私達

25期は制度改制により卒業が22年３月市女４年生卒

業（119名）、23年３月二葉高等学校５年生卒業（67

名）、24年３月二葉高等学校３年生卒業（92名）３回

の複雑な卒業です。

　これで市女の歴史は終り、拠り所のない淋しい思い

をしました。

　昭和24年４月から舟入高等学校発足、昭和51年９月

（1976）舟入・市女同窓会が合併議決、同年８月13日

第１回合同総会に800名を超える出席者、両校の校歌

に感動されたことを加藤さんから聞きました。※

※（当時舟入12期市女23期）

　以後令和１年（2019）８月10日第４2回舟入・市女同

窓会総会が行なわれ毎回出席感謝しています。

　市女は１・２年生が昭和20年８月６日市内中心地材

木町（現平和公園）で火災による延焼を防ぐため道

路拡張の建物疎開作業に参加、生徒教師660名が被

爆死亡しました。
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　昭和23年被爆慰霊碑除幕式については、私は二葉

高等学校３年でしたから詳しく知りませんでした。昭和

32年６月20日13回忌に平和大橋西詰に移設され毎年８

月６日、現在は舟入慰霊部会が慰霊祭実施、式辞を舟

入現職校長、吹奏楽部による校歌吹奏が行われます。

　霊魂は安らかに眠っていることでしょう。

　有り難いことです。

　市女の拠り所として市女同窓会が初代校長今堀友

市先生の校訓「揺籃を動かす手が世界を動かす」を生

かすとの助言を頂いて、市女同窓会の先輩たちが立ち

上り募金集め１口200円が始まり昭和26年８月（1951）

児童福祉法の規定に基づき広島県より認可、昭和29

年１月１日広島市より市女同窓会へ経営委託、昭和42

年４月１日（1967）千田保育は財団法人から社会福祉

法人二葉会として認可されました。

　保育園が出来て60余年、先輩も亡くなられ、市女か

ら舟入同窓会が引き継ぎ経営されています。

　素晴らしいことです。

　以上市女の歴史を舟入同窓会が引き継ぎ行なって

下さり感謝致します。91才の呟き。
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（はじめに）

　2017年に卒業をしてからも、舟入高校とつながりを

持つことができ嬉しく思います。大学の卒業論文で

は、資料のご提供をしていただいたことで、市女の学

徒動員・原爆経験について研究することができまし

た。ご協力いただき、ありがとうございました。

　今回は、その卒業論文『被爆地の女子学徒動員

－動員と原爆経験をした広島を対象に－』について

ご紹介します。

（研究をする上での問題意識）

　卒業論文における問題意識は、大学2年生の時に

聞いた被爆者の方の話をきっかけに生まれました。そ

の話によると、ある修学旅行中の学生が、平和記念

公園は原爆投下以前も公園であったと認識しており、

「多くの人が死んだ場所ではなくて良かった」と言っ

ていたそうです。このお話をして下さった被爆者の方

は、こうした認識をしている若者が年々増えてきてい

ると話していました。私は、この誤解を正し、原爆投

下時の広島平和記念公園には人々が暮らす町があっ

たことを伝えていかなければならないと、強く感じまし

た。

（卒業論文の課題）

　平和公園には人々の住む町があったことが忘れら

れてきているという問題意識から、大学の卒業論文の

テーマを決める際、原爆投下時に現在の広島平和記

念公園付近で建物疎開作業を行っていた学徒につい

て取り上げることにしました。中でも、市女は市内で

最も多くの犠牲者が出ている学校であるため、市女の

学徒動員について調べることで、平和記念公園付近

で亡くなった多くの犠牲者のことを継承していく手助

けになるのではないかと考えました。

　そこで、市女の学徒動員について実態分析を行い、

女子学徒動員への対応がどのように変化したのかを

市女の動員日誌（蟹屋工場と西部被服工場の2冊）、

手記（流燈3冊）、市女23期の加藤八千代さんの個別

具体的な経験から分析することを一つの課題としまし

た。

　2つ目の課題は、戦後の語りを論じることです。これ

舟入68期　青山　沙香

広島市立第一高等女学校の歴史を
継承していくために
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は、広島の学徒動員を対象にするに当たり、原爆経験

という被爆地特有の語りを見過ごすことはできないと

考えたためです。

（資料分析を通して明らかにしたこと）

　資料分析を通して明らかになったことは、大きく分

けて3つあります。

　1つ目は、戦局の悪化に伴い動員体制は厳しいもの

となり、政府による女性保護は軽視されていくように

なっていった一方で、学校という組織の中では、学徒

は先生によって守られ続けていたことです。これは、

当時の市女の先生が記していた動員日誌の記述、そし

て、生き残った学徒が戦後の語りの中で述べていたこ

とから分かりました。

　2つ目は、学徒動員と原爆経験をした学徒にとって、

原爆経験の方がより戦後に大きく影響を与えていると

いうことです。これは、手記のタイトルや内容から指摘

でき、戦後の市女同窓会の活動や現在も舟入高校と

つながりのある千田保育園の設立などに影響したと

考えられます。一方で、学徒動員に関する戦後の影響

に関する記述は少なく、原爆による影響が多く書かれ

ていることが被爆地広島における手記の特徴だとも

いえます。

　3つ目は、個別具体的な経験によって、戦後の語り

には差異が見られるということです。動員先や亡く

なった者との関係性による違いによって語りに違いが

見られ、被爆地広島の女子学徒の経験といっても、そ

の個々の経験によって与えられた影響には差異がある

ことが分かりました。特に、建物疎開作業に動員され

た1、2年生の同級生は、生き残った申し訳なさを友人

だけでなく遺族に対しても持っていたことが分かり、

経験や戦後の語りを市女の生徒だからと一括りに捉

えることはできないことが指摘できます。

　以上のように、本稿では3つの史料を用いて、女子

学徒の動員実態を分析した上で、女子学徒の個別具

体的な経験の違いによる戦後の語りの差異を明らか

にしました。

（最後に～卒業論文を通じて～）

　この度、市女の学徒動員について研究したことで、

舟入高校にある学徒動員日誌の存在を知ることがで

き、また、加藤さんにもお会いし貴重な証言をお聞き

することができました。

　加藤さんの証言の中で何度も出た言葉は、感謝の

言葉でした。それは、千田保育園と慰霊碑が維持さ

れ、現在も慰霊碑には花が供えられていることに対し

ての言葉です。献花を行うことは小さな活動と思うか

もしれませんが、戦時を生き抜いた被爆者の方にとっ

ては、それは決して小さな活動ではないことに加藤さ

んに教えていただきました。

　近い将来の子どもたちは、被爆者の方から直接被

爆証言を聞くことはできなくなります。だからこそ、い

ま生きている被爆者の方の話を聞き、被爆者のため

に私たちができることは何かを考える必要があるので

はないかと思います。市女創立100周年の節目に当た

り、私たち1人ひとりができる継承活動について考え、

行動する年になることを願っています。
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2021年8月7日　中国新聞
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2021年8月6日　中国新聞朝刊
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FOB（舟入OB交流会）に参加しませんか？

　FOB（舟入OB交流会）は、舟入高等学校を卒業した同窓生が集い、世代の枠を超えて交流する場です。発足は

2008年2月で今年14年目を迎えます。

　通常の年であれば、2月、5月、8月、11月の年に4回開催し、第3火曜日の19時から行っています。参加者の年齢層

は30代から60代と広く様々で、およそ30～40名が参加されます。

　企業PRやお知らせ等も行われますが、世間話に花を咲かせることも多 あ々ります。どのような会話をしているの

かというと、「何部だった？」や「何の仕事をしているの？」など学生時代の思い出話だったり、ビジネスチャンスに

繋がる話だったり、時には「結婚は？彼女はいるの？いないなら紹介するよ？」と色 な々出会いの場にもなるかも…

しれません。

　参加者はみなさん舟入高等学校の卒業生ですので、共有できる話も多く、とても話しやすくて、参加者に知り合

いがいなくても安心して参加できます。

　昨年、今年はコロナ禍で例年通りの開催はできていませんが、開催することが可能な時期には安全面を考慮し

ながら開催しますので、一度参加してみてください。お待ちしています。

舟入53期　宮尾　俊行

・開催予定日　	年４回（２月･５月･７月･11月の第３もしくは第４火曜日19時から）	
・参加資格　	広島市立舟入高等学校卒
・申込み･お問合せ　	FOB事務局　杉本	里栄（舟入46期）まで
　	　　		　　　　　	f-fob@ninus.ocn.ne.jp	メールにてお問合せください

企業PR参加資格は「舟入高卒」ただこれだけです 最後は一丁締め
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広島市高等女学校・
広島市立舟入高等学校同窓会　規約

第１章　総　　則
第１条　	本会は広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会と称

する。（略称は舟入・市女同窓会とする。）
第２条　	本会は会員相互の親睦、社会貢献を図り、母校の発展向上に

寄与することを目的とする。
第３条　	本会の事務局は、〒730-0847	広島市中区舟入南1-4-4	広島市

立舟入高等学校内に置く。
第４条　	会員が多数存在する地域又は多数勤務する職域に代表委員会

の承認を得て、本会の支部を置くことができる。

第２章　会員及び客員
第５条　	本会は下記会員及び客員をもって組織する。
　　　　１　	正 会 員　	広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校の

卒業生及びその中途退学者で同期代表委員の
推薦を経て会長が承認した者

　　　　２　特別会員　母校現職員
　　　　３　客　　員　母校旧職員

第３章　事　　業
第６条　本会は下記の事業を行う。
　　　　１　	会員の名簿の管理及び会報の発行
　　　　２　	会員相互の親睦、社会貢献を図るための事業
　　　　３　母校の発展向上に寄与する事業
　　　　４　	その他本会の目的を果たすために必要な事業

第４章　役　　員
第７条　	本会に下記の役員を置く。選出方法は下記のとおりとする。
　　　　１　	名誉会長　会長が推薦し代表委員会で承認を受ける。
　　　　２　	会　　長　１名　正会員の公選とする。
　　　　３　	副 会 長　	市女１名、舟入３名を正会員より選出する。
　　　　４　	理　　事　	30名を限度とし、会長が推薦し、代表委員会

で承認する。理事は原則として代表委員を兼
務できない。

　　　　５　	常任理事　	若干名　必要に応じて理事の中から会長が推
薦し、代表委員会で承認される。

　　　　６　	代表委員・	副代表委員
　　　　　　　　　　　各期各１名を各年度正会員より互選する。
　　　　７　	会計監査　２名　正会員より選出する。
　　　　８　会　　計　理事より互選する。
　　　　９　	顧　　問　	若干名　正会員の中から会長が推薦し、代表

委員会で承認を受ける。
第８条　役員の任務は下記のとおりとする。
　　　　１　	名誉会長　事業の企画執行に当たり経験を具申する。
　　　　２　	会　　長　本会を代表し、会務を統括する。
　　　　３　	副 会 長　	会長を補佐し、会長に事故ある時はその任務

を代行する。
　　　　４　	理　　事　	理事会を構成し、代表委員会の決議した範囲内

で本会の事業の企画及びその執行にあたる。
　　　　５　	代表委員　	代表委員会を構成し、予算、決算、役員の選

出及び会務全般について審議する。
　　　　６　	会計監査　本会会計の監査にあたる。
　　　　７　	会　　計　本会の会計を担当する。
　　　　８　	顧　　問　	会長の諮問に応じ、会務に関して意見を述べる。
第９条　	役員の任務は１年とし、再任を妨げない。期間は就任の時か

ら次の総会までとする。

第５章　機　　関
第10条　本会に下記の期間を置く。
　　　　１　	総　　会　	正会員をもって構成し、毎年１回会長がこれ

を招集し、規約の改正、事業予算及び決算の
承認、役員選出及び承認を付議する。総会を
招集することが困難な場合には、代表委員会
をもってこれに代えることができる。

　　　　２　	執行部会　	会長、副会長及び顧問会代表と事業執行にお
いて必要と認めるものをもって構成し、事業
企画を理事会に提案する。

　　　　３　	理 事 会　	会長、副会長及び理事をもって構成し、本会
の事業の計画及びその執行にあたる。議長は
会長をもってあてる。

　　　　４　	部　　会　	理事会には、慰霊部会、総会・広報部会、総
務部会を置き、事業の執行を円滑にする。

　　　　５　	代表委員会　	予算、決算、役員の選出及び会務全般につい
て審議する。

　　　　６　	顧 問 会　	会長、副会長、事務局長、顧問をもって構成
し会務に対し意見を具申する。

　　　　７　	本条１～６に定める機関による議決事項は、出席者の多
数決により決定する。

第６章　会　　計
第11条　	正会員は、卒業10年目から会費として毎年１口2,000円以上を

同窓会会費として納入するものとし、会費は代表委員会の決議
により変更できる。但し、市女会員の会費の徴収は行わない。

第12条　	新卒業生は、入会と同時に入会金1,000円及び入会後９年分の
会費として9,000円を納入しなければならない。

第13条　	本会運営に関する経費は次のものをもってあてる。
　　　　	１　入会金　２　年会費　３　寄付金　４　その他
第14条　	会計年度は毎年７月１日から翌年６月30日までとする。

附　則
本契約は昭和53年８月13日合併によりこれを施行する。
昭和55年８月16日一部改正
昭和57年８月21日一部改正
平成６年８月20日一部改正
平成16年８月21日一部改正（第14条　会計年度）
平成19年８月18日一部改正（第12条　平成22年３月卒業生より施行）
平成22年３月29日一部改正（第10条　執行部会、顧問会新設）
平成27年７月13日一部改正（第６条　字句削除　第７条　第８条　名
誉会長追加）
平成28年12月７日一部改正（第７条　第８条の名誉会長を１に繰り上
げ以下を繰り下げとする）
平成31年３月18日一部改正（第７条　３副会長選出　若干名を、市女
１名、舟入３名に、変更　第７条５　第10条４を追加し、以下を繰り
下げとする。）
令和２年５月１日一部改正（第11条　但し、市女会員の会費の徴収は
行わない。を追加）
令和３年10月15日一部改正（第７条７　会計監査　２名　正会員より
選出する。
第11条　	正会員は、会費として毎年一口（1,000円）以上を正会員は卒

業後10年目から毎年１口（2,000円）以上、とする）
　　　　	（第12条、入会後、10年目からは、毎年１口（1,000円）以上

を同窓会会費として納入する、を削除）

広島市立第一高等女学校職員生徒原爆死没者
慰霊式典実施細則

広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会規約第６条４に規定
する、その他本会の目的を果たすために必要な事業として広島市立第
一高等女学校職員生徒原爆死没者慰霊式典を行いその実施に関して、
下記のとおり定める。
第１条　	毎年８月６日午前10時より、広島市中区中島町平和大橋西

詰、市女慰霊碑前に於いて行う。
第２条　	慰霊部会及び広島市立舟入高校卒業37年目の期が担当する。

役員運営細則
広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会規約第７条３に規定
する副会長に関して、下記の通り定める。
第１条　	副会長の選出方法及び任務は以下のとおりとする。
　　　　１　	選出方法は、市女は正会員の公選とし、舟入は卒業36年

目、37年目、38年目の期の代表者とする。
　　　　２　	任務は、市女副会長は市女総括、舟入副会長は卒業36年

目は総会・広報部会長、37年目は慰霊部会長、38年目は
総務部会長となり、原則として理事、代表委員を兼務で
きない。

　　　　３　	任期は舟入副会長は３年とし、市女副会長は特に設けない。

広島市高等女学校・
広島市立舟入高等学校同窓会総会実施細則

広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会規約第10条１に規定
する広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会総会の実施に関
して、下記のとおり定める。
第１条　毎年８月に行う。
第２条　	総会・広報部の指導助言のもと、広島市立舟入高校卒業18年

目と19年目の期が幹事となる。

機関運営細則
広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会規約第10条４に規定
する部会に関して、下記のとおり定める。
第１条　	理事はいずれかの部会に所属し、下記の事業を行う。
　　　　１　	総会・広報部会は、総会当番幹事支援事業、舟入祭等母校

支援事業、広報誌「あかしや」制作支援事業を行う。
　　　　２　	慰霊部会は、慰霊式典の実施事業、慰霊碑維持管理事

業、慰霊の記「証」制作事業、その他慰霊に関する事業
を行う。

　　　　３　	総務部会は、会費徴収事業、代表委員活性化事業、OB
講演会開催事業、ホームページ作成事業、名簿整理事業
を行う。

事務局運営細則
広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会規約第３条に規定す
る事務局の運営に関して、下記のとおり定める。
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同窓会活動

2021年度(令和3年度）　広島市高等女学校・広島市立舟入高等学校同窓会（略称 舟入・市女同窓会）組織図
運営期間(2021年8月28日～ 2022年8月総会開催日前日）総会から次の総会前日まで

アドバイザー
理事・豊島俊彦（舟14）

理事・佐伯直之（舟22）

会　　計
理事・ 本部会計　槇田　昌子（舟43）

代表委員会
各期代表による会務の審議

理   事  会

慰　 霊　 部　会総　務　部　会 総 会・広 報 部 会

小松　　強（舟36）

・会費徴収
・代表委員活性化 
・OB講演会開催業務
・ホームページ、名簿整備

・慰霊式典の実施
・慰霊碑維持管理
・慰霊の記「証」制作
・その他慰霊に関する事項

・総会当番幹事支援
・舟入祭等母校支援事業
・広報誌制作支援業務

会　計　監　査
久笠　信夫（舟21）

原田　桂子（舟28）

関西支部［支部長・来海 　素存（舟22）］

東京支部［支部長・上田　曽太郎（舟25）］

顧　問　会
会務に意見具申

加藤　八千代（市23）

市女統括

理事下線者6名は
総会・広報部会（3）
慰霊部会（3）常任

理事･事務局長
住田　恒三（舟27）

HP・名簿管理システム更新
理事　毛利　武雄（舟47）

事　務　局

市　女　関　係

名誉会長　今西　和男（舟10期）

会  長  市本　秀則（舟29期）
同窓会代表・会務統括

代表顧問
国本　武基（舟11）

顧　問
長見　雅美（舟07）
市川　博彬（舟10）
濱井　秀敏（舟12）
田丸　直文（舟15）
島　　友昭（舟16）
川口　　覚（舟17）
堀口　照幸（舟18）
金子　敏郎（舟19）
河野　保雄（舟22）
折本　浩一（舟23）
砂原　　宏（舟24）
高　　義和（舟25）

顧問会事務局長
橋本　光正（舟26）

総務部会
豊島　俊彦　（舟14）
野間　二郎　（舟16）
大石　博美　（舟18）
佐伯　直之　（舟22）
池田　雅之　（舟23）
伊藤　　博　（舟28）
田原　　実　（舟35）
槇田　昌子　（舟43）

理事の役割：事業の執行・実施   
　　　　　 全理事で対応が基本

総会・広報部会
清金　誠司　（舟36）
山本　秀子　（舟36）
鎌田　健吾　（舟43）
福田　光剛　（舟44）
寺本　早苗　（舟45）
杉本　里栄　（舟46）
毛利　武雄　（舟47）
栗栖　正行　（舟48）
高田　佳一郎（舟49）
金澤　祐介　（舟51）
福原　潤子　（舟37）

執行部会
会長・副会長・顧問代表

会計・事務局長

稲生　小菊　（市25）
玖島　慶子　（市28）
林　　玲子　（舟10）
中村　久実子（舟19）
松田　俊一郎（舟22）
加藤　圭規　（舟26）
矢野　晴夫　（舟30）
福岡　美鈴　（舟30）
田中　豊稔　（舟31）

山野井　孝満（舟31）
小波石　昭枝（舟31）
山下　知生　（舟31）
小林　　光　（舟32）
藤本　博俊　（舟32）
市原　直美　（舟34）
灘波　美和　（舟35）
佐々木　聡　（舟39）

慰霊部会

新谷　益啓（舟37）永田　信治（舟35）

第１条　	事務局に事務局長（１名）、事務局員（若干名）を置くこと
ができる。

第２条　	事務局長、事務局員の選出方法は下記のとおりとする。
　　　　	１　	事務局長　正会員の中から会長が委嘱する。
　　　　	２　	事務局員　事務局長が推薦し、会長が委嘱する。
第３条　	事務局長、事務局員の任務は下記のとおりとする。　
　　　　１　	事務局長　	会長の指示により、本会の運営に必要な総務

を担当する。
　　　　２　	事務局員　	事務局長を補佐し、事務局長に事故あるとき

はその任務を代行する。
第４条　	事務局長及び事務局員の任期は１年とし、再任を妨げない。
第５条　	事務局長、事務局員の報酬は作業に応じ交通費を含め会長が

決定し理事会の議を経る。

特殊作業運営細則
第１条　	会計担当者の報酬は、作業内容交通費を含め会長が事務局長

と協議決定し理事会の議を経る。
第２条　	会員ファイルメーカー変更作業及びホームページ変更作業担

当者の報酬は作業内容及び交通費を含め会長が事務局長と協
議決定し理事会の議を経る。

助成金運営細則
第１条　	同期会の活動を活性化する目的で次の要件を満たした期に助

成金を支給する。
第２条　	同窓会総会の当番幹事の活動を円滑にするため、当番幹事に

なる前年もしくはそれまでの年に申請があれば、同期会の立
ち上げ奨励費用として１回限り10万円を助成する。

第３条　	舟入同期会において、申請があれば金３万円を助成する。
（複数回可）

　　　　１　	但し、申請までに継続的に３年以上同窓会に３万円以上
同窓会会費を納入している期に限る。

　　　　２　	助成金を受けた年より５年以上経過しなければ次の助成
金を受けることは出来ないものとする。

第４条　	支部総会において開催に当たり申請があれば金３万円を助成
する。

第５条　	前第２条、第３条の助成金を受けようとする期は、代表委員
が助成金交付申請書を同期会開催予定日の１か月以上前に舟
入・市女同窓会会長に提出しなければならない。

第６条　	交付は理事会の議を経るものとする。
第７条　	本細則の改廃は、舟入・市女同窓会理事会を経て舟入・市女

同窓会代表委員会の承認を得なければならない。

附　則
本細則は、舟入・市女同窓会代表委員会の承認のあった日から施行する。
平成17年４月22日施行、尚これまでの助成金に関する同様な細則は廃
止する。
平成24年２月24日一部改正（支部助成金第４条を挿入）
平成27年７月13日一部改正（事務局運営細則、特殊作業運営細則）
平成27年10月19日一部改正（事務局運営細則第５条、特殊作業運営細
則１，２条理事会の議を追加）
平成28年10月７日一部改正（助成金運営細則第４条、２万円を３万円
に改正）
平成31年３月18日一部改正（広島市立第一高等女学校職員生徒原爆死
没者慰霊式典実施細則、役員運営細則、広島市高等女学校・広島市立
舟入高等学校同窓会総会実施細則、機関運営細則を追加。助成金運営
細則第５条　市女の方々への助成金については従来通り市女勘定にて
対応する。を削除し以下を繰り上げる)
令和２年５月１日一部改正（機関運営細則第１条の１と２の順番を入
れ替える。）
令和２年５月１日一部改正、令和２年８月７日施行（広島市立第一高
等女学校職員生徒原爆死没者慰霊式典実施細則の第2条の卒業期を37
年目の期に改正、役員運営細則第１条２舟入副会長は卒業36年目は慰
霊部部長、37年目は総会・広報部部長、を　舟入副会長は卒業36年目
は総会・広報部会長、37年目は慰霊部会長、に改正）
令和３年10月15日一部改正（広島市高等女学校・広島市立舟入高等学
校同窓会総会実施細則の第２条の広島市立舟入高校卒業18年目の期が
幹事となる。を　広島市立舟入高校卒業18年目と19年目の期が幹事と
なる。に改正）
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2020年度（令和2年度） 事業実施・関連参加・会議開催内容状況（2021/8.7～2022/8.20）
開 催 日 事業内容 実 施 内 容
8月28日 第43回総会開催 新型コロナウィルス感染拡大防止のため中止(会誌「あかしや」は規模を縮小して発行）

8月 第１回理事会
(書面決議)

４月13日の執行部会の理事会書面決議
総務部：新役員承認（組織図）　承認　規約改正　承認
　　総会・広報部：第43回同窓会総会の中止　承認　アカシヤの発行　反対１名
　　慰霊部：第44回慰霊式典の縮小実施　承認　反対２名
　　執行部提案が書面決議により承認　代表委員会に書面提案

9月 第１回代表委員会
(書面決議)

５月１日の理事会の書面決議の審議
議決事項をすべて承認し理事会の書面決議を代表委員会の書面決議とする。

10月 代表委員・理事・
顧問に報告(文書)

8月21日 第１回
拡大執行部会

於：舟入高校ミーティングルーム　19：00～20：10
１、市本新会長　小松新副会長　住田新事務局長挨拶
２、各部より　
　　総務部：会費確保の具体的手立て
　　総会・広報部：来年度「総会」は2021年８月21日（土）16：00より　ANA CROWNE PLAZAにて実施
　　　　　　　　幹事は舟入54期と舟入55期が担当（「総会」と「あかしや」は分けて担当）
　　　　　　　　今後は２期での担当を検討する
　　慰霊部：「慰霊献花会」の反省
　　　　　　生徒との関わり、被爆80周年に向けた「継承」の課題
　　事務局：今後の理事会、代表委員会等の日程

9月15日 舟入高校体育祭 新型コロナウィルス感染拡大防止のため中止

9月18日 第１回総務部会

於：舟入高校ミーティングルーム　19：00～20：00
１、市原総務部長挨拶
２、会費確保の手段について
　　第１案　卒業10年目以降の会員の会費を現行の1,000円から2000円に増額する
　　第２案　期納入の会費を30,000円から50,000円に増額する
　　第３案　80歳を迎える会員には永年会員として10,000円を納入していただく
　原案
　　第１案と第２案で進め、第３案は継続審議とする。

9月18日 第１回理事会
(書面決議)

1、総務部関係　会費確保の手段について
　　第１案　卒業後10年目以降の会員の会費を現行の1,000円から2,000円に増額する
　　第２案　期納入の会費を30,000円から50,000円に増額する
　　第３案　 80歳を迎える会員には、永久会員として10,000円を納入していただき、総会への出席は全

員招待とする
　原案
　　第1案と第2案で進め、第3案は継続審議とする。
２、総会・広報部会　総会担当幹事期について
　　総会開催をスムーズにするために、担当期と次期担当期の２期で担当する
３、慰霊部会　慰霊式典について
　　2021年より慰霊式典は二葉会との共催とする

10月３日 千田保育園運動会 於：千田保育園隣接公園
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、来賓を招かず分散開催(0・1歳は参加せず）された

10月25日 第１回代表委員会
(書面決議)

1、総務部関係　会費確保の手段について
　　第１案　卒業後10年目以降の会員の会費を現行の1,000円から2,000円に増額する
　　第２案　期納入の会費を30,000円から50,000円に増額する
　　第３案　 80歳を迎える会員には、永久会員として10,000円を納入していただき、総会への出席は全

員招待とする
　原案
　　第１案と第２案で進め、第３案は継続審議とする。
２、総会・広報部会　総会担当幹事期について
　　総会開催をスムーズにするために、担当期と次期担当期の２期で担当する
３、慰霊部会　慰霊式典について
　　2021年より慰霊式典は二葉会との共催とする

10月30日 第２回
拡大執行部会

於：舟入高校ミーティングルーム　19：00～20：30
１、市本会長挨拶
２、事務局より　
３、各部より　
　　総務部： 会費確保の手段として、個人年会費を現行の1,000円から2,000円以上に増額することを、

2021年度より実施する
　　総会・広報部： 来年度の「総会」は、コロナ禍の状況を見つつ、実施する方向で準備する。(開催日時・会

場は未定）
　　幹事は2020年度の担当予定であった舟入54期と次期担当の舟入55期が担当する
　　今後も2期での担当を検討する
　　広報誌「あかしや」は発行を継続する。
　　慰霊部：今年度の「慰霊献花会」の評価と、来年以降の慰霊式典は二葉会との共催とする
　　　　　 慰霊式典の形式はコロナ禍の状況を見つつ検討する
　　　　　 「継承」を念頭にし、現役生徒の慰霊式典への関わり方を検討する

11月27日 第２回理事会
(書面決議)

１、総務部関係　会費確保の手段について
　　卒業後10年目以降の会員の会費を現行の1,000円から2,000円に増額する
２、総会・広報部会　総会の開催・会誌「あかしや」の発行について
　　2021年度の総会は、コロナ禍の状況を見つつ、実施する方向で準備する（開催日時・会場は未定）
　　会誌「あかしや」は発行を継続する
３、慰霊部会　慰霊式典について
　　2021年より慰霊式典は二葉会との共催とし、式の形式はコロナ禍の状況を見つつ検討する
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開 催 日 事業内容 実 施 内 容

１月29日 第１回慰霊部会

於：舟入高校ミーティングルーム　17：30～19：00
１、2020年度決算
　　①「証」再販
　　②2020年度慰霊式典決算
２、2021年度の慰霊式典について
　　コロナ禍での実施を検討
　　課題：現役生徒の関わり方

２月26日 第３回
拡大執行部会

於：舟入高校ミーティングルーム　19：00～20：30
１、市本会長挨拶
２、事務局より　
３、各部より　
　　総務部： 会費確保の手段として、個人年会費を現行の1,000円から2,000円以上に増額することを、

2021年度より実施する(前回審議・決定済み）
　　総会・広報部： 来年度の「総会」は、コロナ禍の状況を見つつ、実施する方向で準備する。(開催する場

合のために、2021年8月28日17：30～ ANA CROWNE PLAZAを仮押さえ済み）
　　　　　　　　 幹事は2020年度の担当予定であった舟入54期と次期担当の舟入55期のうち、54期

が総会を主に担当し、55期はそれを補助する
　　　　　　　　広報誌「あかしや」の発行を継続し、55期が担当する。
　　慰霊部：今年度の「慰霊献花会」の評価と、来年以降の慰霊式典は二葉会との共催とする
　　　　　 慰霊式典の形式はコロナ禍の状況を見つつ検討する
　　　　　 「継承」を念頭にし、現役生徒の慰霊式典への関わり方を検討する（継続審議）

2月27日 72期卒業生
同窓会入会式

於：舟入高校アカシヤホール　13：40～
　　１　開式の言葉
　　２　同窓会長挨拶・活動内容の紹介
　　３　第72期同窓会委員紹介・代表挨拶
　　４　諸連絡
　　５　閉式の言葉
於：舟入高校ミーティングルーム　12：25～
　　同窓会入会式事前打ち合わせ会
　　代表（中村　花楓さん）・副代表（中重　太一君）の決定

3月1日 第72期生卒業式 於：舟入高校アカシヤホール　10：00～
新型コロナ感染拡大防止のため、卒業生・教職員のみ参列

3月31日 第２回代表委員会
(書面決議）

第1号議案　総務部関係　会費確保の手段について
　　卒業後10年目以降の会員の会費を現行の1,000円から2,000円に増額する
第2号議案　総会・広報部会　総会の開催・会誌「あかしや」の発行について
　　2021年度の総会は、コロナ禍の状況を見つつ、実施する方向で準備する（開催日時・会場は未定）
　　会誌「あかしや」は発行を継続する
第3号議案　慰霊部会　慰霊式典について
　　2021年より慰霊式典は二葉会との共催とし、式の形式はコロナ禍の状況を見つつ検討する

4月7日 舟入高校入学式 於：舟入高校アカシヤホール　10：00～
新型コロナ感染拡大防止のため、入学生・教職員のみ参列

4月23日 顧　問　会 於：国際ホテル会議室　19：00～（予定）は　中止

5月14日 第４回執行部会

於：舟入高校ミィーティングルーム　19：00～
新型肺炎の流行に対応するため、執行部、常任委員、アドバイザー、新役員参加による拡大執行部会とした。
１、会長挨拶
２、各部より
　　総務部：年会費を2,000円以上とし、規約を改定する。
　　総会・広報部：本年度予定していた第43回総会の中止の決定。同窓会誌「あかしや」は発行する。
　　慰霊部：第45回慰霊式典は縮小して、「献花会」として開催する。

5月28日 代表委員・理事・
顧問に報告(文書）

第２回代表委員会に於ける決議事項
総務部関係： 市女会員の会費納入がなくなる中で現行の同窓会活動を維持するために、2021年度から卒

業10年目以降の年会費を1口2,000円以上とする
総会・広報部関係： コロナ禍の中で、今年の総会は中止する。会誌「あかしや」は発行を継続し、第51号は

55期が担当する。
慰霊部関係：2021年度より、慰霊式典は二葉会との共催とし、今年度も「献花会」として開催する。

6月 東京支部総会 中止
6月19日 舟　入　祭 コロナ禍の中で校内のみでの開催となり、同窓会としての参加は中止

6月25日 第2回慰霊部会

於：舟入高校ミーティングルーム　17：30～19：00
１、2020年度決算
　　
２、2021年度の慰霊式典について
　　コロナ禍での「献花会」の実施
　　同窓会会長・舟入高校校長・二葉会理事長の追悼文を掲示
　　課題：現役生徒の関わり方

7月 関西支部総会 中止

7月12日 会計打合せ 於：ミーティングルーム　槇田会計・豊島アドバイザー・佐伯アドバイザー・住田事務局長　振替口座受払口座
　 個人会費照合　決算書作成

7月21日 平和教育講演会 於：アカシヤホール　10時50分～12時
第１学年の生徒を対象とした、林　玲子さん（舟入10期）による講演会が開催される。

7月19日 会計監査 於：舟入高校ミーティングルーム　16時30分～　久笠会計監査を迎え　会計監査

8月 慰霊式典関係 ８月５日　前日清掃・準備　8：00～
８月６日　慰霊式典(本年度は「慰霊献花会」)9：00～11：00

8月28日 舟入・市女同窓会
総会関係 17：30よりANA CROWNE PLAZAにて開催する予定の総会は中止
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感謝

　新型コロナウイルスの影響がまだまだ続く中、広告にご協力を頂きました企業の皆
様、寄稿頂いた市女・舟入OBの皆様へこの場をお借りして御礼申し上げます。
　そして、あかしや発刊に際し例年のように集まることもできず、オンラインでのやり
取りのみでしたが本業が忙しい中でも様々な面で協力を頂いた同期有志の方々、本当に
ありがとうございました。
　今年のあかしやのテーマは「有り難い（ありがたい）」です。新型コロナウイルスに
より様々な影響が出る中で、当たり前だと思っていたことに対してもありがたいことだ
と感謝をするようになりました。今回のあかしや発刊に際しても多くの方々にご協力を
頂き感謝してもしきれません。来年度のあかしや担当は一学年下の舟入高校卒業生が担
当することとなりますが、引き続きのご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　一刻も早い新型コロナの終息を願って。

当番幹事代表舟入 55 期　上野充大

舟入・市女同窓会事務局　TEL/FAX：082-532-9633
E-mail：funairi-ichijo-dosokai@diamond.broba.cc

毎週月・金（祝日を除く）の13：00～17：00まで事務局員がいます。

ふりがな
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